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種毎の解説を引用する場合には以下のように記述してください。 
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ータブック：絶滅のおそれのある日本の野生生物． 
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真正紅藻綱チスジノリ目 Florideophyceae Thoreales チスジノリ科 Thoreaceae   

フトチスジノリ 
Thorea hispida 

 

カテゴリー判定結果 絶滅危惧ⅠA 類（CR） B2ab 

基準A: ― 基準 B: CR 基準 C: ― 基準 D: ― 基準 E: ― 

B2．生育地面積が 10 km²未満であると推定されるほか、次の兆候が見られる。 

a) 生育地が過度に分断されているか、ただ 1 か所の地点に限定されている。 

【過度に分断】 

主に関東北部に分布しているが、福島県北部や沖縄本島でも生育が確認される。各生育地

は、河川改修により容易に消失するほど小規模である。 

 

b) 出現範囲、生育地面積、生育地の質、生育地点数、成熟個体数のいずれかに継続的な減

少が推定・予測される。 

【判断理由】 

これまで分布していた場所で生育が確認できないなど、生育地が減少している兆候が見ら

れる。福島県の産地は林道工事により生育域が大きく改変された可能性が指摘されている。 

評価分科会： 藻類分科会 

 

概要 

日本では群馬県館林市矢場川、栃木県足利市下矢場川、茨城県坂東市菅生沼、水海道

市（現、常総市）東仁連川など関東以北に生育している。近年沖縄県本部町塩川で胞子

体の生育が確認された。河川改修工事により産地が失われるおそれがある。 
 

協力者: 
比嘉 敦（株式会社 沖縄環境分析センター）・羽生田 岳昭（北里大学）・洲澤 譲（河川

生物研究所） 
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基礎情報 

【形態】 

藻体は雌雄同株、紫色を帯びた褐色で、よく分枝して全長は 100 cm 以上になる。同化

糸はまれにもしくはしばしば分枝し、長さ 400-1200 µm、11-30 個の細胞からなる。精子

嚢は皮層部基部付近の短い同化糸に頂生または側生し、2-4 個で房状になる。造果器は同

化糸基部に側生し、造果器基部は球形。受精毛は糸状で長さ 58-280 µm。果胞子嚢は造胞

糸の先端または先端付近に単独または房状に形成される。単胞子嚢は倒卵形で長さ 16-21 

µm、直径 8-14 µm。 

【生活史】 

造果器が精子と受精すると、雌性配偶体上で果胞子体組織が発達し、果胞子体に果胞

子嚢が形成される。果胞子嚢から放出された果胞子は、不規則に分枝した単列糸状の微

視的な胞子体（シャントランシア期）に発達する。胞子体には四分胞子嚢は形成され

ず、先端の細胞で減数分裂が起こり、その細胞から配偶体が形成されると考えられてい

る。配偶体は秋に出現、晩秋から春にかけて最盛期を迎え、晩春には消滅する。夏季は

シャントランシア期で過ごすのが一般的である。本種については採集時以外の季節の生

育は不明。 

【生育環境】 

小河川の川底の小石に付着して生育している。アメリカオハイオ州ではザリガニ体上

に胞子体が生育しているのが確認された。アジア、オーストラリア、ヨーロッパ、ロシ

ア、北アメリカ、ハワイに分布。 

生育環境区分： 【陸域_平地部】小河川, 汽水域 

国土地域区分： （2）里地里山・田園地域,（4）河川・湿地地域 

【分布域】 

日本では群馬県館林市矢場川、栃木県足利市下矢場川、茨城県坂東市菅生沼、水海道市

（現、常総市）東仁連川など関東以北、および沖縄県本部町塩川に生育している。チスジ

ノリが関東から九州まで西日本に広く分布するのに対して、本種の分布は茨城県、栃木県、

群馬県など関東以北に限定されていたが、近年、沖縄県本部町塩川において本種の胞子体

が採集された。 

現在の生育状況 

【分布域の現況】 

産地数について大きな変化はないと考えられる。 

【生育地の現況】 

沖縄県本部町塩川ではシオカワイソモッカ、ホソアヤギヌ、フタマタコケモドキが優

占しており、本種の生育は少ない。他の生育地の現況は不明である。 

【個体数の現況】 
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沖縄県本部町塩川では胞子体が多数生育していたが、他の生育地における個体数は不

明である。 

 

存続を脅かす要因 

河川改修工事により産地が失われるおそれがある。 

要因の区分： （過去） 河川開発 

（現在） 河川開発 

 

特記事項 

観賞用生物に着生して分布を広げている可能性が指摘されている。 

 

旧レッドリストカテゴリーと掲載名 

第４次 2020: フトチスジノリ Thorea hispida (Thore) Desv. CR+EN 

第４次 2019: フトチスジノリ Thorea hispida (Thore) Desv. CR+EN 

第４次 2018: フトチスジノリ Thorea hispida (Thore) Desv. CR+EN 

第４次 2017: フトチスジノリ Thorea hispida (Thore) Desv. CR+EN 

第４次 2015: フトチスジノリ Thorea hispida (Thore) Desv. CR+EN 

第４次: フトチスジノリ Thorea hispida (Thore) Desv. CR+EN 

第３次: フトチスジノリ（新称） Thorea hispida (Thore) Desvaux CR+EN 

第２次: ― ― ― 

第１次: ― ― ― 

都道府県レッドリスト・レッドデータブック掲載状況（令和４年度末時点） 

茨城県[絶滅危惧Ⅰ類] 栃木県[絶滅危惧Ⅰ類（A ランク）] 

保護に係る法令指定状況（令和４年度末時点） 

指定なし 
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アセスメントサマリー（Assessment summary） 

Thorea hispida has been assessed for threatened wildlife of Japan Red List 5th edition. Thorea 

hispida is listed as CR under criteria B2ab. 

B2. Area of occupancy estimated to be less than 10 km², and estimate indicating at least two of a-

c: 

a. Severely fragmented or known to exist at only a single location. 

b. Continuing decline, observed, inferred or projected, in any of the following: 

(i) extent of occurrence 

(ii) area of occupancy 

(iii) area, extent and/or quality of habitat 

(iv) number of locations or subpopulations 

(v) number of mature individuals 

Habitat types:  【Terrestrial/Freshwater area_Plain】Small river, Brackish water 

Threat types:  River development 

Law designation 
status for 
conservation 

－ 
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